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新潟大学経済学部では教育改善の一環として、平成 14

年度より英語、フランス語、中国語を対象言語として f国

際コミュニケーションプログラムJ (以下 PCI と略)を開

設した。本稿はその中のフランス語プログラムの導入と

実施に聞する教省学的考案であり、その目的を明らかにし、

今後の展望を模索してみたい。

1.言語政策からみた設置理念の形成

大学という社会において、ある言語を教育課程に導入

し、それにより学習者や学習環境、学部教育全般にどの

ような変化や成果をもたらすのか。このような観点から

外国語教育の抱える問題全般を検討するとき、これは「言

語政策J の領域に該当する課題と考えられる。 r言語政

策」とは「言語と社会の重要な選択j に関わる決定を含

む政策であり、その施策としての「言語計画j と対をな

している (CALVET 1996) 。

そこで、 PCI がどのような理念にもとづき構築された

のか、これを言語政策の観点から整理してみよう。 r社会

としての新潟大学経済学部」に『外国語としてのフラン

ス語J fran軋is langue 佑'III1.gère を導入することは、どのよ

うな選択のあらわれなのか、またそれによりどのような変

化を期待するだろうか。

本学に入学する日本人学生の大半は、日本語を母語と

し、外国語としての英語を大学受験のために学習してき

たと考えられる。このような学習者に対してフランス語学

習を導入するときには、学習の目的や動機が問題となる。

というのも、当然のことながら日本はフランス語圏には属

せず、フランス語圏の国や地域を隣国に持たず、そのため

フランス語の社会的使途はきわめて限られている。外国

語学習が、かつて実践されてきたような意味での教養を

目的とすることはますます困難となり、知的世界への瞳僚

を外国語教育の主要動機とすることはいっそう難しくな

りつつある。そこで、あらたな外国語教育システムの導入

を計るのであれば、その目的を明確にし、そのヴィジョン

に向けて学習者の動機づけを行う必要がある。

ところで PCI は新潟大学の全学共通科目として導入さ

れたのでもなければ、外国語教育を何らかの特色とする人

文学部や法学部法政コミュニケーション学科が設置する

ものでもない。これまで、外国語教育の充実に積極的に関

与することの少なかった経済学部が導入するものである。

この決定は、平成 13 年度に公開された『新潟大学にお

ける英語教育改善のために:外国語教育改善特別検討委

員会中間報告J(2001 年 3 月)を受け、経済学部が学部内に

外国語教育改善検討委員会を設置し、そこでの審議を通じ
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て、それまで関係者の抱いていた構想がより具体化し、

部局として採択するにいたったものである。したがって、

新しいプログラムの策定に関する意思決定は部局におい

て下されたものであり、経済学部の専門教育の一環に位置

づけるという視点から導入されたものである。外国語教育

を経済学や経営学の専門科目群のーっとして編成したこ

とは、何を意味するのだろうか。PCI は従来の「外書購読』

と閉じ教育目的や教育目標をもつのだろうか。

一般に、『外書購読』とは、外国語で著されたある専門分

野の文献を「読む』行為として実践されており、圏外の研究

を『移入するJ 目的の一環と考えられる。しかし PCI は『国

際』と『コミュニケーションJ を統合していることから、こ

れまで外書購読が果たしてきた f知識の移入J とは異な

る教育実践となる。というのもJ国際J は被数の固にまた

がる関係性を措定し、また『コミュニケーションjは文献の

『読解J 以上にメッセージの発信者と受信者聞の双方向性

を志向するからである

さらに、これは外国語としてのフランス語が専門教育に

おいてどのような地位を占め、どのような役割を果たす

のかという課題にも関わってくる。いったい経済学部の

専門教育としてのフランス語はどのような地住や役割を

t.ê.うことができるのだろうか。

2.経済学にみるフランス語の地位

上記の問題を解明するために、ここでフランス語と経済

学の関連を検討してみたい.この間題意識は、経済実務に

おいてフランス語がどのように使用されているのか、すな

わちビジネスフランス語の実態把握をめざすものではな

い。あくまでも経済学という学問におけるフランス語の

役割に注目し、そこでのフランス語の地位や役割を分析し

ようと考えるのである。そこで、経済学者の世界水準をあ

る観点から提示しているノーベル経済賞を例に取り、その

受賞者を出身国別に分類し、その中でフランス(語圏)出身

者がどの程度の割合を占めているかを探ってみたいに

図 1 ノーベル経済賞受賞者出身国分布
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このグラフを見ればわかるように、英語圏の経済学者が

受賞者の 8 割強を占め、英語圏以外の受賞者比率は著し

く低い。フランス人受賞者は 1988 年の受賞者モーリス・

アレMauriceALLAIS ただ一人である。

英語圏の経済学者がノーベル賞獲得に重要な比率を占

めていることは、経済学そのものにおける英語の地位の

高さや強さに比例するのではないだろうか。それは経済

学の学術雑誌において、英語を使用する研究論文が高い

割合を占め、それ以外の言語による論文が英語を下回る割

合を占めていることを予想させるものだ。ただしこれは

レフリー制の国際学術誌に掲載された論文を念頭に置い

ているのであり、各国の圏内専門誌では出版園の国語あ

るいは公用語が使用されていると考えられる。とはいえ、

学問領績のグローパル化lこ伴って、圏内外を通じて英語の

使用率が高まるとの指摘もあり、経済学に関すると、ドイ

ツ人の 48%が英語を使用言語とするというデータも示さ

れている(G貼DDOLl997) 。この数値は、ドイツ人経済

学者がドイツ圏内の学術雑誌に対しても、ある程度の比

率で英語を使用していることを推測させるものだ。

経済学における英語の影響力の強さは、フランスにおい

てはフランス語の語量そのものに認められる。『経済学の

言語j という論文を著したフルーザ=オスモン=ダミリー

&プレは、フランス語では『経済学J という単語そのものが

伐onomie politique, science économique, économie, 

économique と揺れ動き、 1945 年以降民onomics という菓語

の影響下にあって、 économique というフランス語が支配

的になっていると指摘する日LOUZAT OSMONT 

白
6

n,“ 



D'AMILLY et PELE 2000) 。 学問の名称そのものが英語

の影響下にあることは、領域そのものも英語文化の影響下

にあることを示唆する。さらに、英語の流入傾向は 1950 年

以降いっそう加速し現代のフランス経済学は「英語化J と

J数学化jが持徴となっているという。用語はますます英

語からの借用語となり、経済学の論理は数値を用いた数学

化の傾向にあると分析するのだ。

英語の流入の一方で、フランス政府は英語系学術用語の

流入に警戒し外来語をなるべくフランス語に置換する純

化政策 punsme を採っているため、経済学や経営学の分

野では、たとえば次のような専門用語の言い換えが勧めら

れている。

図 2:専門用語の置き換え例
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しかし政府などの勧告にもかかわらず、多くの場合これら

の翻訳語は一般にあまり使用されない。一つには公開時

期が遅く、公開の時点ではすでに英語のまま関係者に使用

されているためであり、また原語と比べてフランス語が音

節数において長い傾向にあるため一般に広まらないと考

えられる。

フランス経済学における英語の流入は、その先端的研究

が英米圏に集中していることによるのだろうか、フルーザ

=オスモン=ダミリー&プレは語葉の分析に焦点を絞っ

ているため、社会言語学的視点からの分析を控え、フラン

ス経済学界における英語使用の実態を検討していない。

日本の経済学もフランスと同様に、英語の重要性が増し、

使用言語として英語の寡占化が進みつつあるようだ。日

本人経済学者の構成する最大の学会「日本経済学会J (会

員数 4000 名程度)では、 10 年ほど前より学会誌の使用

言語をすべて英語とした。この学会誌は、レフリー制国

際ジャーナルであり、論文の投稿者は日本人に限らず、

外国人非会員にも聞かれたものとなっていることも、英

語を使用言語と定めた一因となっているかもしれない。

しかし、経済学が英米からの輸入学問であるために英語

が使用されやすいという全般的傾向に加えて、この現象は

Iネットワークの外部経済性j により解釈することもでき

る(船橋 2000)。

「ネットワークの外部経済性」とは、通信ネットワー

クにあって、 l 台の機器〈パソコンやファクス、電話機なめ

では、何ら価値を持たないが、 2 台目ができ、さらに台数

が増加し、 1 万台、さらには 100 万台となることにより、

機器の機能や効果がますます高まることを指す。言語の

場合は学習効率もネットワーク参入の条件となることか

ら、その習得が比較的容易な言語が参入にはより有利とな

る。そこで学術用語としての英語の使用は学術ネットワ

ーク (学会や学術雑誌など)における使用の鉱大に比例

する。学術用語として英語使用が拡大するにつれ、ます

ますネットワークへの参入者を集め、それがさらに魅力と

なり、さらに多くの人々を惹きつける。一種の f雪だるま

効果J が発生するのである(井上 2000)。第一級の経済学

者がもっぱら英語により発表し、研究活動を展開してい

るのであれば、彼らの研究活動そのものが磁場となって、

英語ネットワークが構築され、活性化し、拡大の一歩をた

どるのだろう 。

共通語として英語がシェアを拡大する一方で、特定の地

域経済、経営を対象とする経済学・経営学はその地域で使

用されている言語を必要とする 。 フランスやアフリカな

どのフランス語圏の経済・経営を研究するため、フラン

ス語は必須の道具であり、その傾向は今後も維持される

だろう。また、「レギュラシオンの経済学J régu1ation の

ように、フランス発の社会科学研究の興隆もあり、日本

でもこの学派はある程度受容されていることから、この

分野の研究者にとってフランス語は重要な手段となるだ

ろうに

フランス(語圏)地域経済・経営やレギュラシオン経済学

を学ぶためにフランス語が必要であるにせよ、これ以外の

経済学、経営学でのフランス語のプレゼンスはかならず

しも重要とはいえず、その専門的知識を得るためにのみフ

ランス語学官を位置づけることは困難である。 これに加

えて、平成十四年度現在、経済学部はフランス(語圏)地域経

2 日本におけるフランス経済学-経営学研究者の動向を測るため
に、学会の会員数を参考にすると、 20∞年度の日仏経済学会の会
員数は 136 名、日仏経営学会の会員数はおなじく 136 名である。 こ
の会員数、経済学経営学関連学会の中で、フランス関連学会が少

数派であることを例示している。
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済・経営やフランス語文献を使用するレギュラシオンの

経済学に関連する専門科目を開講していない。これが新潟

太学の特殊事情によるものか、あるいは先に検討したよ

うに、経済学における英語の寡占状態を反映したものなの

か、一慨に判断することは難しい。とはいえ、フランス語学

習の主たる目的を経済学や経営学の学習だけに特化する

ことは、十分な説得力を持つとは言い難く、学習者にとっ

ても動機として機能しがたい。

それでは、経済学や経営学の学習には英語だけで十分で

あり、それ以外の外国語は不要であると主張できるだろう

か。これに対して、大学での教育研究において、実質的な英

語単一言語支配は望ましくないとの英語帝国主義の立場

からの反論を繰り広げ、 EU を例にとり、単一言語支配に

警鐘を鳴らすこともできる。

EU は統一通貨を導入し経済統合を加速し、国境の壁を

下げ、これまでにない「ヨーロッパ市民j を創出しようと

試みている。それと同時に EU は域内の市民それぞれの母

語を擁護するとともに、隣人の複数言語を学ぶという多元

性の尊重に基づく多言語主義的教育を実践している。こ

れは教育研究の場や公共空間が一言語に独占されること

を望まない意思の表明でもあり、言語の複数性を文化の

豊かさと考える哲学に裏付けられているものだ。 このよう

な世界観にならい、英語だけによらない世界の構築のため

にフランス語をはじめとする諸言語の学習が必要である

と訴えることもできよう 。

さらに、日本が将来的に環日本海経済圏、東アジア経済

圏のように隣国を交えて共同市場を構築する際には、EU

の政治経済統合は日本が経済金融政策などを立案する上

で有力な参考事例となる。 また、政治思想に関しても、ヨ

ーロッパ人は、グ、ローパル化を推進する新自由主義(ネオ

リベラリズム)と旧来の社会民主主義という 2 つの道を超

克する「第三の道j を提示しており 、 日本がアメリカ型のグ

ロ-/\ル化のみを追従するのでなく、文化や歴史を考慮

に入れた国づくりをめざすのであれば、ヨーロッパ発の

f第三の道J は今後の日本社会にとって有力なモデルケー

スとなるだろう(ギデンス 1999)。

このように中長期的展望から考えるならば、ヨーロッパ

が日本にとって重要な役割を果たすことは間違いがない。

その中でフランスはヨーロッパの推進にあたり、これま

での実績から主要な役割を担うことが予想され、その点

でフランス語学習の目的をヨーロッパ社会、経済、政治の

学習と結びつけることもできる。ヨーロッパという視座

はフランス語教育・学習の中長期的展望の構築に根拠を与

えうる。

しかし、独立行政法人化を平成 16 年に控えた昨今の国

立大学には、残念ながら、長期的視野を見据えた高蓮な理

念のみで資源配分が確保されるほど十分な余裕はない。

そこで、高逼な理念を樹立し、それに向けて蓮進する

とともに、実現可能な具体的方策やヴィジョンを掲げる必

要がある。

3.外国語教育に対する社会の期待

このような問題意識から課題を再検討するときに、内閣

府が平成 13 年 7 月に実施した『今後の大学教育の在り方

に関する世論調査:大学の国際化」に関する調査は、大学

における外国語教育政策立案の参考となる。

この調査は、全国で 15 歳以上の 5000 人の男女を対象に

行われたもので、 国民が国際化との関連で、大学において

どのような外国語教育を期待しているか示している。 以

下、報告書を紹介してみたい。

調査は、外国語教育について 5 つの質問項目から国民の

関心を調べており、 I大学における外国語教育の果たすべ

きと思われる役割j 、「大学生が身につけるべき外国語を

決める基準J 、「大学生が身につけるべきと思われる外国

語J r外国語教育の充実のための必要と思われる方策J r外

国語教育の効果的と思われる綬業のあり方J について、ア

ンケート結果をとりまとめている。

次に、国際化が進む中で，これからの大学(短大大学

院を含む。 以下問機。) における外国語教育はどのような

役割を果たしていくべきだと思うか聞いたところ r外

国人とのコミュニケーション能力を育成する役割J を挙

げた者の割合が 54.2% と最も高く T 以下異なる国の

文化・伝統・歴史などを理解させる役割J (36.4%). r最

低限の国際マナーを身につける役割J (34.6%)などの順と

なっている。

第 3 に、これからの大学生が一般的に身につけるべき外

国語をどのような基準で決めるのが良いと思うか聞いた

ところ世界で幅広く活用されている言語」を挙げた

者の割合が 69.8%と最も高く.以下. r教養の基盤とな

る言語J (29 . 1%). 今後，我が固との関係が重要になる
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ことが予想される圏の言語Jο5.2%). r我が固と経済的

に関係が漂い地域で使われている言語』 ο1.4%)などの順

となっている。

第 4 に、これからの大学生が身につけるべき外国語とし

て.重要と考えるものは何か聞いたところ. r英語J を

挙げた者の割合が 92.l%と最も高<.以下. r中国語」

(59.6%). rフランス語J(26.5%). r韓国(朝鮮)語J(25.6%)

などの順となっている。

最後に、大学における外国語の教育を充実するためには，

具体的にどのような方策が必要だと思うか聞いたところ，

「外国人教員の数を増やす」を挙げた者の割合が41.9%.

f大学生の海外留学を奨励し.実際に外国語が使用され

ている環境で学習するJ を挙げた者の割合が 41.9%と高

<.以下. r教員の語学力や教え方の向上を図るJ (30.6%) 

などの順となっている。

大学における外国語の教育を効果的に行うためには，

具体的にどのような授業を行うことが必要だと思うか聞

いたところ. r小人数のクラス編成により，きめ細かな

授業を行うJ を挙げた者の割合が 42.9%と最も高く.以

下， r言語だけでなく，その国の文化，歴史.伝統等も

教える授業を行う J (34.9%), r学生個人の能力に応じて

クラスを分けて，授業を行う J (33.7%), r学生個人の学

習の目的に応じて外国語のクラスを分けて，授業を行うj

(30.6%)などの順となっている。

この調査結果は、 PCI をより現代社会のニーズに答え

るものとするうえで大いに参考になる。外国語教育におい

てコミュニケーションの要素を重視する必要があること、

異文化理解にも注目が集まっていること、外国人教員によ

る外国語を使用した外国語教育を望むこと、海外留学を

望むこと及び文化教育も含む少人数による言語教育を希

望する声があげられている。

そこで、これらの期待になるべく添うよう必要な措置を

講ずることが、社会のニーズに沿った教育サービスの提

供であると考える。とはいえ、社会の要望には直ちに対応

できるものと、制度上すぐには対応できないものもある。

その意味で、このような調査結果をふまえて、 PCI の目的

を構築し、授業内容を検討する必要がある。

前章では、主に経済学との関連からフランス語の意味

づけを検討してきたため、『国際化jの観点から外国語教

育の可能性を十分に吟味していない。しかし、アンケート

調査の示すように、現代社会は外国語に専門的知識の移入

の道具としての役割をあまり期待してはいない。むしろ

国際化との関連で大学における外国語教育を推進するこ

とへの期待が高まっているのである(河合 2000)。そこで経

済学部におけるフランス語学習を国際交流との関連で考

察してみたい。

新潟大学経済学部では、フランス並びにフランス語圏

との国際交流に関して、これまでアウデンシア(ナント・

マネジメント・スクール)、ブリユツセル・カトリック高

等商業学院(ブリユツセル・ビジネス・スクール)との

交流を進めてきており、両校との聞に『交流協定J r学生

交換協定』を締結し、研究者支流や学生交換をはかつてい

る。ナントについては、平成 13 年 1 月 1 日発効の、ブリュ

ツセルについては平成 14 年 4 月 1 日発効の協定書を取り

交わした。平成 14 年 10 月からはアウデンシアより学生

派遣が実現し、実質的な学生交流が開始された。教員交流

に闘しては、平成 14 年 7 月にアウデンシアの杉田聖子先

生を迎えて、学生を対象とした春期プログラム並びに通年

プログラムの説明会、ならびに教員対象の研究会を聞き、

フランスにおけるビジネススクールの地位や教育内容に

ついてレクチヤーを受けた。

これまでに両校と交わした協定により、新潟大学経済学

部学生および経済学研究科大学院生(修士課程)は、新潟大

学に学費を納入している限りにおいて、ナントあるいは

ブリユツセルへの協定枝留学を行うことができる。この

場合派遣校での授業料は不徴収となり、また派遣校での取

得単位は新潟大学の卒業要件単位として認定される。

このように留学制度の整備により、フランス語学習の目

的のひとつをヨーロッパのビジネススクールへの留学と

定めることが可能となってきた。もちろん、経済学部での

フランス語履修者すべてが協定校留学を行うことはでき

ない。実際のところ協定校 2 校の受け入れ定員は併せて

8 名(通年のベ人数)であり、 PCI の履修予定者数に対応し

ていないためであるが、今後協定校の拡大により派遣学

生枠の増加をはかることで、希望者が全員留学できるよ

うな体制を整備したい3。

3 この原稿の執筆時点で、経済学部はケベックのラヴァル大学経

営学部ならびにルーアン・ビジネス・スクールと交流協定締結へ向
け協織を行っている。
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いて「知るJ という異文化理解から始まり、聴解能力、口頭4.PCI の目的と目標

PCI の設置経緯や社会の要望をふまえて、フランス語プ 表現能力、読解能力、文章表現能力に従って、学習の難易度

は増す。プログラムの構成は可能な限りこのような学習

段階を尊重する。

ログラムの目的や目標を次のように想定する。

1) フランス語学習・教育を学部専門教育に位置づける。

この観点は、先に検討したように、専門科目の一環とし 4) フランス及びフランス語圏の協定締結校への留学をめ

主主a

PCI において、協定枝留学は目様であり、履修者の自由

で主体的な選択にまかされており、プログラムの必修で

て設置された経緯を確認するものである。

2) フランス語学習・教育色経済学や経営学などを学ぶ『道

具1 として位置づける。

この視点l広フランス語学習を幅広い教養の陶冶のため はない。また、プログラムの履修者すべてが留学すること

は現時点では物理的にも不可能であるロと考えるのみならず、専門科目との関連を強く意識する

しかし協定校留学の実現こそ、フランス語を使用言語観点に基づいている。すでに検討したように、経済学とフ

とする教育機関においてフランス語による経済学や経営ランス語の関連については、経済学の使用言語が英語を

学の学習を可能とするのみならず、日常生活を送るうえ中心に編成される傾向にあり、さらに新潟大学経済学部

でのコミュニケーション能力を必要とすることからも、第は現行カリキュラムの中でフランス語を使用言語とする

三の目標と強い関連を持ち、この目標を掲げることによ専門科目を設置していないため、ここで実質的解決を図

り、コミュニケーシヨン能力の養成と専門科目の学習とがることは現在のところ困難である。しかし、協定校留学と

連動するのである。の関連で問題の解決を見いだそうとするならば、この目的

5) フランスやフランス語圏でのビジネス・コミュニケー

ションの道具としてフランス語学習を位置づけるa

英語がビジネスの共通語として世界を席巻しつつある

設定も現実性を帯びてくる。というのも、ナントやブリユ

ッセルの協定校で経済学や経営学を学ぶ時、それはとりも

なおさずフランス語を使用言語として経済学や経営学を

現状においても、フランス語の知識はフランス人やフラ学ぶからである。フランス語学習と経済学の学習は、協定

ンス語圏話者とのビジネスコミュニケーシヨンにおいて校留学において実質的な連動が可能となるのである。

文化的な武器として依然として有効である。フランス人と3)i知る・聞く・話す・読む・書く Iにわたる総合的なフラン

の商談に当たっては、仮に通訳を介さなければならない場ス語のコミュニケーション能力の養成をめざすn

合でも、自己紹介はフランス語で行うべきだと指南するコミュニケーシヨン能力の養成を PCI の目標として掲

ビジネス書もある(ジョセフ 2002) 。げるのは、その役割が外書購読と異なり、 PCI が『国際』社

しかし、ビジネスフランス語という視点は、現実のピ会における『コミュニケーション』活動を視野に収めてい

ジネスにおけるフランス語使用によって生じる利便性以るためであり、さらに大学での外国語教育に対する現代

上に、フランス語を経済学部の専門教育として位置づけ社会の期待に応えるためでもある。

ために重要である。これは、何よりも経済学部の外国語教これまで、外国語は海外の文明を輸入し、模倣するため

育を他学部の外国語教育と差別化するものであり、学生にの「鏡」の役害IJを果たしてきたが、これからは圏外との交

とってはフランス語教育が経済学部の専門科目として実わりを深めるための「窓」へとその機能を転換する必要

践されているとの保証になるだろう。がある。自らの姿をそれに映しだし、もっぱら相手に模倣

これに加えて、ビジネスフランス語伽1Çais des affaires 

は f特定目的のためのフランス語』合組号ais sur 0句ec曲

叩écifiques の教授法のーっとして世界の広い地域で実践

することにつとめてきた『鏡J の時代から、外国語を他者

との対話の道具として、相手の視点を共有するための『窓』

へと外国語観を変更する必要がある(船橋2000)DPCI では、

されており、多くの知見の蓄積がある。このような視座からのコミュニケーション能力の養成を

以上の 5 点はフランス語学習の目的や目標を短期的観めざしたい。

点からとらえたものだが、さらに中長期的目標として、次

の視点を確認しておきたい。

なお、ここでとり上げる運用能力の序列は学習段階と難

円
Lqδ

 

易度に対応している。すなわち、母語を使用して外国につ



1)今後ますます重視されるヨーロッパ社会審掌ぶための

知的窓左してフランス語掌習を位置づける白

フランス語は、多言語主緩や政治経済統合、『第三の道j

など、アメリ力発ではなく、ヨーロッパの発信する人文科

学社会科学に関するさまざまなメッセージを批判的に受

信し、対応するための知的窓として位置づけられる。

5.PCIの制度設計

平成 14 年度より次のような授業構成に基づき PCI を実

施している。

図 3 : PCI授業科目年次進行表

全学共通必修 プログラム選択
協定校留学

科目 科目

1 年第 1
共遜基礎フフ 国際コミユーケ

学期
ンス菌(週 2 ーション(フラン
回、必修) ス語)、選択科目

1 年第 2
共通基礎フラ 国際コミュニケ

学期
ンス語{週2 ーション(フラン
園、必修) ス語)、選択科目

国際コミユーケ
2 年第 1 ーション{フラン
学期 ス語) i!lI 3 盟、選

択科目

国際コミユーケ
2 年第 2 ーシヨン(フラン
学期 ス語)週 3回、選

択科目

春期休 ナント春期プログ
業 ラム ω 週間)

協定校交換留学(ナ l

ント・マネジメン
経営学特殊講義 トスクールあるい

3 年第 1 (ヨーロッパ・ピ Iまブリユツセル・
学期 ジネス論1)、選 ビジネススクール

択科目 に学ぶ、 1 年間な

いし半年の短期留
学)

経嘗学特殊講義
3 年第 2 (ヨーロッパ・ピ
学期 ジネス論 2) 、選

択科目

これらの科目の中でも、 1 年生向きの選択科目σCI IA, 

IIA)および『経営学特殊講義(ヨーロッパビジネス論 1，2)J

については、平成 14 年度は開講せず、平成 15 年度以降の

開講予定である。

PCI の鹿修にあたっては、 2 年次の選択科目、すなわち

半期 3科目 6単位をセットで置修することが学習効果を

上げる上で欠かせない。そのため、このような鹿修方針

を学習指導により徹底する必要がある。なお、平成 14 年

度受購者lまみな3科目 6単位を履修している.

陀Iの履修単位lま次の表のようになる。

図4 : I覆修単位数

学年 必修・選択 科目分類 単位数 小計 合計

年 必修 全学共通 2単位 x1 2 2 
前期

選択 専門 2単位 x1 2 4 
1 年 必修 全学共通 2単位 x1 2 6 
後期

選択 専門 2単位 x1 2 8 
2 年 選択 専門 2単位 x3 6 14 
前期

2 年 選択 専門 2単位 x3 6 20 
後期

3 年 選択 専門 2単位 x1 2 2 
前期

3 年 選択 専門 2 単位 x1 2 24 
後期

4 年

前期
4 年

後期

なお再履修の学生は、翌年に問ーのクラスを履修する

ことを前提としている。

PCI に従ってフランス語学習を進めると、学習時間数は

次のように怠る

図 5:喋習時間

学年 回数/週 学習時間 週 小計(時間) 合計 l 

1 年前期 2 3 15 45 45 

1.5 15 22.5 67.5 

1 年後期 2 3 15 45 112.5 

1.5 15 22.5 135 

Z年前期 3 4.5 15 67.5 202.5 

2年後期 3 4.5 15 67.5 270 

3 年前期 1.5 15 22.5 292.5 

3 年後期 1 1.5 15 忽.5 315 

4 年前期

4 年後期

上記の学習時間は、協定枝留学を行い、派遣校での専門

科目の授業を十分に理解できることを保証するものでは

ない。しかし、基礎学力としては十分なレベルに遺してい

るはずである。ちなみに、ナントマネジメントスクールで

は、本学からの派遣学生に対するチューター制度やフラン

ス語の補習授業を予定している。今後、協定枝留学が具体

化する中で、フランス語運用能力の改善を含み、受け入

れ条件の整備が交渉の課題となる。

とはいえ、この学習時間によって得られる学習効果は、
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外部詰験との関連で考えるならば、決して低い値ではない。

次のグラフは、新潟において受験しうるフランス語外部

誌験(実用フランス語検定試験)の想定するレベルと、そ

れに到達するための学習時間の目安である。

図 6: フランス語検定試験と学習時間の相関表

プログラム学習時間とフランス語検定の目安
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PCI を居修する限りで、すくなくとも検定試験 3 級のレ

ベルまでが確保されていることがこのグラフから読みと

れる。ちなみに、試験を実施している財団法人フランス

語教育振興協会はそれぞれの級の程度と学習時間を次の

ように考えている。

図 7 : フランス語検定試験の目安

試験 級の程度

5 筆飽誤験(すべて 初歩的なフフンス語を理解し、平易な

級 客観形式) と聞き フランス語を聞き、話し、読むことが

取り試験合わせ できる。

て、約 45 分 学習 50 時間以上(中学生から、大学

の l 年前期終了程度の大学生に適して
いる)。

4 筆ðè~式験 (すべて 基本的なフフンス語を理解し、平易な

級 客観形式) と聞き フランス語を聞き、話し、読み、書く

取り試験合わせ ことができる 。

て、約 60 分 学習 100 時間以上 (大学の l 年終了

程度。 高校生も対象となる)。

3 筆記諒験(客観形 基本的なフフンス語を理解し、簡単な

級 式のほか、 ðè述式 フランス語を聞き、話し、読み、書く

を含む ) 60 分 と ことができる。

聞き取り試験約 学習 200 時間以上 (大学の 2 年終了

15 分 程度。 一部高校生も対象となる)。

「プログラム」の位置づけについて明らかにしたい。

この「プログラム」という名称を採用したのは、それが

経済学部全体のカリキュラムの中である程度の流動性や

柔軟性をもち、固定化されていない性格のものであるこ

と、さらに「コース・カリキュラムJ として学部、学科

のカリキュラムの中で、経済学部の学生すべてが何らか

のかたちで関わるものでないことを意味している。もち

ろん、将来においてこの名称がfコースJ へと再編成され、

学部教育の中でより重要な位置を占めることも考えられ

るだろうし、それは今後の検討課題でもある。

6.学生定員

このプログラムは、その目的や目標に鑑みて、選択科目

となっており、とりわけ学習意欲の高い学生に対し開講

されている。そのため、クラス定員を 20 名に定め、少人数

できめ細かな教育指導を実施する。

なお、定員に余裕がある限りで、他学部学生の聴講も認

める。 ちなみに、平成 14 年度の第 l 期の受講者 9 名の学

部分布は次のようなものである。

図 8 : 平成 14 年度第 l 期履修学部別一覧

平成14年度履修者学部別一覧

園経済学部

臼人文学部

.~，去学郡

回理学部

11今も -教育人間科学部

平成 14 年の受講者において、経済学部学生の割合が

230/0(2 名)にとどまっていることは、 1)新たに開設された

プログラムで周知が徹底していなかった、 2)平成 14 年度

2 年生の入学時では、このプログラムは公開されておらず、

外国語学習や留学に意欲を持つ学生が十分に入学しなか

った、 3)フランス語教員の人数に対応して、経済学部にお

けるフランス語履修者が他言語に比べてそもそも少ない

ため、選択科目となるとさらに受講者が減少した、などの

原因があげられよう七

4 受講者数ではフランス語の 2 倍強のドイツ語でさえも、専門科
目の外書購読の受講者はー桁の前半である年が多い。 これが科目

への関心によるものか、初修外国語に対する学生の関心の乏しさ

によるものか、慎重な検討が必要である。
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1教育指導体制

PCI は必修科目ではなく、学習意欲の高い、少数の学生

に向けられた選択科目であることから、履修に当たって他

の専門科目と閉じような取り組みでは十分な成果を上げ

ることは難しい。そこで、学期初めの履修ガイダンスの際

に、プログラムの説明ならびにプロモーションを行うこ

とが必要である。とりわけ、GPA 制の導入に伴い、履修単

位に上限(半期で 22 単位)が定められたために、いくつか

の専門科目の求める前提科目や卒業要件単位などを過不

足なく履修するためには教員のきめ細かな指導が求めら

れる。

PCI の概要説明にあたっては、言語文化の紹介、社会的

用途、また協定締結校留学の方法など、学生にはなるべく

多くの具体的情報を与え、主体的選択を可能にする内容を

行う。

平成 14 年度については 8 月 7 日 lゴオープンキャンパ

ス」に参加し、『外国語への招待J として、参加高校生並びに

高等学校教員に対してフランス語、ならびに PCI の紹介、

および協定絞留学の概要を説明し、受験生が早い段階から

の経済学部の取り組みを知り、その上で経済学部を受験

することが出来るよう周知につとめた。また平成 14 年度

2 年生については PCI の案内ピラ(資料 1)を配布し、周知

につとめた。さらに平成 14 年度入学者の一部(後期日程

受験者)に対しては、『フランス語への招きJ(資料 2 参照)

というピラを配布し、入学時点にフランス語を主体的に

希望するよう情報提供につとめた。

つまり入学以前(オープンキャンパス)、入学時(フラ

ンス語への招待ピラ、資料 2)、入学後(ガイダンス)の 3 固

にわたりプログラムの紹介を行ったわけである。

8.教授法

PCI の実施に当たっては、複数の教員が密機な連絡調整

の元に筏業を進めるティームティーチングを採用してい

る。そこでティームティーチングに欠かせない教員聞な

らびに学生との連絡を容易にするために、インターネッ

トによるメーリングリストを導入し、教員相互の進度チ

ェックや宿題の確認、あるいは受講者への情報提供など

につとめている。

教材として、平成 14 年度は、フランスでつくられたピジ

ネスフランス語入門教材Leþ閉伊is� grande vitesse Wフラ

ンス語超特急』を使用している。この教材は、フランス企

業を舞台として、平易なフランス語の学習を通じてビジネ

ス・コミュニケーションの養成をねらう総合教材で、基礎

的な運用能力の形成には効果的であり、学習者の教材評

価もよい。

また平成 14 年度入学者についてはプログラムの履修希

望者を増やすために次のような教育上の措置を講じた。

共通基礎フランス語(1 年生対象、必修、週 2 困)について

は、これまで 2 名の教員が異なる教材を使用してきたが、

平成 14 年度より統一教材(中村啓祐、武田英尚、 『音読

を大切にするフランス語文法』朝日出版社)を使用し、第

l 期にてフランス語文法の全体像を把握し、音読を可能

にすることをめざした。そして、第 2 期の共通基礎フラン

ス語(1 年生対象、必修、週 2 回)において、ビジネスフラン

ス語入門の教材Leρ'a11cais � grande vitesse Wフランス語超

特急』を導入する。この教材を半期週2 回の授業で愚後ま

で学習することはできないため、 6 課以降は 2 年次から

の PCI に接続し、ひきつづき同じ教材を使用する。つま

り、 1 年の第 2 期でビジネスフランス語入門書を 3 分の l

程度学習し、残りを 2 年次からの学習に接続することによ

り、間ーの教材をさらに学習したいとの学習意欲を引き

出すねらいがある。

また第 1 期に使用した教材は、日本人フランス語教師

が日本人学習者向けに開発してものであり、フランス語に

慣れ親しみ、学生がある程度フランス語を声に出して読め

ることをめざしている。これに対して、第 2 期の教材はフ

ランス人フランス語教師が全世界向けに製作した教材で

あり、英語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、ギリシア語

の語象集が付随しているものの、それ以外はすベてフラ

ンス語で編集されている。そのために、日本人が何ら予備

知識を持たずに使用することは難しい。そこで、第 I 期の

入門時に、日本語を使用しながらフランス語に慣れ親しむ

期間をもうけ、それにより、入門から初級への移行を容易

にすることをはかるのである。フランス製教材は、豊か

すぎる語棄が難点であると指摘されるが、これについて

は日本語の補助プリントを作成し、学習者の利便性をはか

ることで解決を図るつもりである。

9.今後の課題と展望
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PCI は平成 14 年度に開設されたことから、本稿の執筆

段階で履修者は半期を経過したのみであり、何らかの結論

や成果を引き出すには時期尚早である。

それを承知の上でも、履修者の 2 名が夏休みを利用し

てフランスの語学学校 (CÞl耽AM) の夏期講座に参加し

たこと、 1 名は 1 週間程度のパリ観光旅行を実施したこと、

また l 名はナントマネジメントスクールの春期プログラ

ムへの参加意思を表明していること、これらの動向は受講

者がフランス語学習を積極的に受け止め、主体的に行動し

ようとの意思を示していると考えられる。

とはいえ、運用能力にどれほどの発展が認められるのか、

この評価については実用フランス語検定試験などの外部

試験を通じて客観的なデータを集める必要があるだろう。

また、協定枝留学を推進するための措置として、フラン

スなどへの語学研修を奨励する必要があるが、そのよう

な語学研修を学部教育にどのように統合するのか、現行

の制度をより弾力的なものへと制度改革を行う必要があ

る。これらは今後の検討課題であり、独立行政法人化を控

えた大学改革の一環であるといえよう。
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国際コミュニケーションプログラムの案内

フランス語への招待

新潟大学経済学部では 2002 年 4 月より 、 「国際コ

ミュニケーションプログラム J を新設します 。 このプロ

グラムは、英語・フランス語・中国語の三言語を専門科目

として学習し、経済学や経営学を外国語で学ぶ、協定

校留学をめざすなどを目的とするものです 。

協定綬留学をめざして、あるいはワールドカップへの道?

経済学部は 、 協定校としてフランスのナント・マネジメント・スクールとの交流

を進めており、この春にはナントよりフランス入学生の留学が予定されています 。 フランス

語にチャレンジして、フランス入学生と友人になりませんか!

ナシト ロマネジメシトロスクールへの留学 l

経済学部学生は、フランスのビジネススクールのなかでもトップレベルにある

ナント・マネジメント・スクールの春期プログラムや通年のプログラムに参加す

ることができます 。

このほかにも、ベルギ一、カナダ (ケベック ) 、スイスなどフランス語圏のビジネ

ススクールとの提携を検討中ですので、留学のチャンスはますます増えます 。 ま

た、夏休みなどを活用した語学留学の相談にも‘のっています 。

巴タネスフランス自置の基礎を学ぶ l
このプログラムでは 、 ビジネスフランス語の基礎を学ぶことができます 。 通貨

統合を果たした EU のマーケットのなかで、フランス語は英語と同じくらい重要

な役割を担っています 。 ヨーロッパビジネスを学ぶツールを身につけませんか?

ワー J!l? ~カ ップでフ ラシス簡を l
今年はワールドカップの開催年にあたり、新潟ではフランス語圏の国である力

メルーンの試合 ( 6 月 1 日 ) が予定されています 。 また 6 月 15 日のセカンドラウ

ンドの試合には、フランスチームの出場が大いにあります 。

さらに 5 月から 7 月にかけては 、 ワールド・カップを記念し

て、また新潟市とナント市の交流促進のために、ナント美術

展が開催されます 。

このように、今年の新潟ではフランス (語 ) を取り巻くさまざ

まな行事があり、街でフランス語を耳にしたり、またみなさんがフラン

ス語を使うことのできる機会が数多くあらわれることと思います 。 フ

ランス語を学び、さまざまな出会いに心を聞いてみませんかっ

他学部からの聴講も歓迎します!
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直回国際コミュニケーシヨンプログラム(フランス語)の全体図|

4 年後期

4 年前期

経営学特殊講義(ヨーロ

ッパ・ビジネス論)

経営学特殊講義(ヨーロ

ッパ・ビジネス愉)

2 年後期
国際コミュニケーショ 国際コミュニケーショ 国際コミュニケーシヨ

ン IIB( フランス語 ) ン IIC(フランス語 ) ン IID( フランス語 )

国際コミュニケーショ 国際コミュニケーショ 国際コミュニケーショ

ン IB( フランス語) ン IC( フランス語) ン ID( フランス語)

;中級フランス語(教養) I 

t 中級フランス語(教養) I Z 年前期

1 年後期

~- ーー ー ーーー ー ーー ー ーーー ー ーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ーー ーー ーーーーーー ー ー ー. 
初級フランス語 初級フランス語

国際コミュニケーショ

ン IIA( フランス諾)

1 年前期 初級フランス語 初級フランス語
国際コミュニケーショ

ン IA( フランス語)

l プロ寸門科目(遷 プログラム選択 教養科目(選択)

'-----ーーー-ーーーーーーー.

注意 事 項 . 国際コミュニケーション IA & IIA (フランス語 、 1 年生 対 象) 、 経営学特殊 講義(ヨーロ ッパ・ ビ

ジ ネ ス論 、 3 ・ 4 年生対 象 )は 2003 年度開 講 の予定で す。

授業時間割

国際コミュニケーション ( フランス語 ) IB & IIB 
担当教員 : 西山教行、木曜日 1 限

国際コミュニケーション ( ビジネスフランス語 ) IC & IIC 

担当教員 : 波田野節子、火曜日 2 限

国際コミュニケーシヨン ( ビジネスフランス語 ) ID & IID 

担当教員 : アンリ・ホイスゴムス、金曜日 2 限

(教室は経済学部シラパスを参照してください)

* 経済学部選択科目第 2 種、各 2 単位(第 1 期、第 2 期履修することで、 12 単位取得できま す )

*教科書 Le fran軋is � grande vitesse ， Hache什e .1 994 . ( 3 科目に共通の教材で 、 通年使用し

ます 。)
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国際コミュニケーションプログラムの案内

ご入学おめでとうございます!

経済学部では外国語に関して、英語と共に、フランス語、ドイツ語、中国語、朝鮮語、スペイン語、ロシア語の中

から 1 言語を選択し、 1 年次に全学共通科目として 2 つの外国語を学習します。

あなたはどの外国語を学びますか?これまで、英語を勉強してきて、外国語が得意だった人

もいるでしょうし、それほどでない方もいることでしょう。英語だけわかれば、 21 世紀は大丈夫だと思
っている方も多いかもしれません。しかし、世界は多極化し、英語以外の言語を学び多元的な世界の
見方を学ぶ必要があります。

フランス語はフランス以外にも、スイス、ベルギ一、カナダなど西洋世界に加えて、アフリカや中
近束、オ包アニアなど、世界の5大陸で、およそ 1 傭 6000 万人の人々に使われています。キリス
ト教世界だけでなく、 9/11 以降とりわけ重要になったイスラーム世界の窓口ともなります。また、
英語と共に国連の作業語であり、フランス語圏開発途上国への援助のためコミュニケーシヨンの道具
としても用いられています。

フランス語を勉強すると将来どんな職業での就職に役立つでしょうか?

外交官(外務省専門職、国連機関)、政府関連機関(文化交流を級う国際交流基金、開発途上国への人的健助を行う国際

協力事業団、政府開発援助を扱う国際協力銀行、貿易や海外投資の振興に関わる回本貿易振興会など)、地方自治体p国際

交流に関わる部局など(新潟では、新潟市と和島村がそれぞれフランスの地方自治体と交流を行っています 。) 商社、在日

フランス系企業、アフリカを中心とするフランス語圏諸国で活動する NGO ・ NPO、通訳、などがあります 。

世界の中のフランス語(眼科存塗った国々鮮1 50 カ国で侍開きれています)

d) ラ~~匿園クイズ

次のリストは 2002 ワールドカップ参加国です。こ

の中でフランス語を何らかのかたちで使用してい

る園(フランス語圏の匡)はどれでしょうかつ(答え

は裏にあります 。)

サウジアラビアフランス ドイツ スロベニ7

ナイジエリア スウェーヂンアルゼンチンポーランド

セネガ Jレ スベイン エウアドル ロシア

チュニジ7 イングランドパラグアイ トルコ

南アフリカ デンマーヲ ブラジル 中国

カメルーン ポルトガル コス骨リカ ヲロアチア

ベルギー アイルランドメキシコ 日本

ナント・マネジメント・スクール

への留学!
アメリ力合衆国イヲリ 7 =国

新潟大学経済学部では、フランス語関連の専門科目として 2002 年度に国際コミコ二ケーションプロ
グラムを新蹟しました。このプログラムは、経清学や経営学を外国語で学ぶ、協定桟留学をめざすなど
を目的とするものです 。

経済学部はフランスのビジネススクールのなかでもトップレベルのナン卜・マネジメント・スクー
ルとの協定校交流を進めており、この秋にはナントよりフランス人学生の留学が予定されています。フ
ランス語にチャレンジして、フランス入学生と麗だちになりませんか!

また、夏休みなどを活用した語学留学の相談にものっています。 医回
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匿回
初級フランス語の後期では、ビジネス・フランス語の基礎を学ぶことができます.通貨統合を果たした EU の

マ{ケットのなかで、フランス語は英語と同じくらい重要な役割を担っています.ヨーロッパビジネスを学ぶ

ツールを身につけませんか?

55ご… 仰…プ拘…で
今年はワ一ルド.カップの開催年にあたり、新潟ではフランス語圏の固であるカメル

ーンの試合(6 月 1 日)が予定されています。また 6 月 15 日のセカンドラウンドの鼠合

には、フランスチームが出場するかもしれません!?

さらに 5 月から 7 月にかけては、ワールド・カップを記念して、また新潟市とナント

市の交流促進のために、ナント美術展が開催されます。

4 年後期

4 年前期

3 年後期

3 年前期

2 年後期

2 年前期

1 年後期

1 年前期

国際コミユ三ケーションプログラム{フランス題}の全体園

|帥醐…細J 経営学特殊譜幾(ヨーロツ

パ・ビジネス愉)

協定校留学{短期・春期)
経営学特殊講義(ヨーロッ

パ・ビジネス愉)

国際コミュニケーション 国際コミュニケーション 国際コミュニケーション

IlB(フランス騒) IlC(フランス語) IID(フランス語)

国際コミュニケーション 国際コミュニケーション 国際コミュニケーション

IB(フランス語) IC(フランス語) ID(フランス笛}

a 

' 
j 初級フランス語 初級フランス鱈

IlA(フランス鱈)
』ーーーーーーーーーーーーーーーー-----帽ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・. 国際コミュニケーション

初級フランス題 初級フランス笛

，ー・・--------------.--.----------------.ー・・・・・・・・・・---
IA(フランス語)

i 中級フランス語 l 

・.

了一鞠ヲラヲ鴻一-.0')---

-..... ---- 全学共通科目{選択
:fc"7k""I4"(iII!) I :fc"7kU r.~~:~~~--;::;----- L::~~ 一一一:ーム専門科目(蜘 I~ム選択 | ……修 一 一:

・注意事項:国際コミュニケーション IA & IIA (フランス語、 1 年生対象)、経営学特殊講義(ヨーロッパ・ピジネス輪、3 ・ 4 年

生対象}は 20ω 年度開績の予定です.

五み
初級フランス語の観要

ニ人の教員が担当し、前期は『音読を大切にする文法・読本』を使用し、フランス語の基礎に親しみ、
発音ができるようにします。後期は、フランスでつくられたビジネス・フランス語の入門書 Lefrançais

� grande vitesse を使用し、ビジネス・フランス語の基礎を学びます。

-連絡先経済学部フランス語担当 西山教行(研究室 F棟 461 、 025・262・639 1)
電子メール jnn@econ.nügata-u.ac.j

(クイズの答え:フランス、ベルギー、チュニジア、カメルーン、セネガル)
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